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１ 技術試験の概要
技術試験の目的

中継方式

地上デジタルテレビ放送を電波ではなく有線共聴施設またはケーブルテレビ施設により
視聴する地域は「ワンセグサービス』が利用できないため、移動受信並びにワンセグ受
信が可能となるための諸課題を整理するとともに、各種中継方式を用いて技術試験を
行い実現の可能性を検討する。

１．ギャップフィラー中継装置による技術試験
２．ワンセグ切り出し方式の中継装置による技術試験
３．ワンセグ連結方式の中継装置による技術試験

富山県調査フィールド
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２ 送信設備の諸元

5.7MHｚ5.7MHｚ、1.5MHz、970KHｚ、
450KHｚ

5.7MHｚ⑤占有周波数帯幅

水平水平水平⑥偏波面

560ｍW/ｃｈ560ｍW/ｃｈ、56ｍW/ｃｈ（ﾜﾝｾｸﾞ）50ｍW/ｃｈ④ＥＲＰ

100ｍW/ｃｈ100ｍW/ｃｈ、10ｍW/ｃｈ（ﾜﾝｾｸﾞ）10ｍW/ｃｈ③送信出力

八木アンテナ２０素子

（8.5ｄB）

八木アンテナ２０素子

（8.5ｄB）

リングアンテナ５素子

（8.0ｄB）

②送信アンテナ

０度

TN320度

18ｃｈ、22ｃｈ、24ｃｈ、27ｃｈ、
28ｃｈ（計5波）

ギャップフィラー方式

-6度

TN205度

28ｃｈ（１波）

ワンセグ切り出し方式

TN205度⑦指向性方向

-6度⑧チルト

34ｃｈ（１波）①送信チャンネル

ワンセグ連結方式項 目

※今回の実験で設置した実験局設備
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３ 測定系統

■測定系統図

ISDB-T ｱ
ﾅﾗｲｻﾞｰ等

GP-IB

PC自動測定等

カーナビ＆携帯端末等によ
る視聴確認

1.5m

無指向性アンテナ

Ｏ/Ｅ

ＲＸ／ＴＸ
放送局

越中平実験局

相倉合掌集落

TX:送信機
RX:受信機
O/E:光/電気信号変換

ＣＡＴＶ網

ＴＸワンセグ連結装置

ＯＥ

独自
ｺﾝﾃﾝﾂ

ギャップフィラー方式

ワンセグ切出方式
ワンセグ連結方式

ワンセグカーナビ ﾜﾝｾｸﾞ携帯端末

ＴＸ

■実験構成
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４ 実験結果
4-1.結果概要

1.市販されている受信機で、どの方式ともワンセグ帯域（セグメント番号０）を受信
できることが確認できた。
2.ワンセグ連結方式においては、市販携帯受信機を改修することでセグメント番
号０以外のセグメントを受信できることが確認できた。 3.
受信可能な条件は、電界強度並びにC/N等が確保できれば受信できることから、
方式によっての受信可否については大きな差がないことも確認できた。

各方式とも特長はあるものの、どの方式でも共聴/ケーブル地域に再送信できる
方式であることが確認できた。

1.山間部などの集落において地上高１．５ｍの条件でワンセグを受信する場合は、
都市部などで効果が確認されている建造物等による反射波効果を得られにくく、
地形による起伏、樹木、建物の影響を受けやすいことがわかった。 2. 
マージンを含めて回線設計をすることが大切であることが確認できた。

中継方式について

受信機動作について

伝搬特性について
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4-2.ギャップフィラー方式の結果（方式・系統）

送信ｱﾝﾃﾅ

ｷﾞｬｯﾌﾟﾌｨﾗｰ
(送信装置)

実験設備

（防災無線柱に取
付）

ｷﾞｬｯﾌﾟﾌｨﾗｰ
(送信装置)

送信ｱﾝﾃﾅ

再送信部
（ｷﾞｬｯﾌﾟﾌｨﾗｰ）

送信アンテナ

広帯域
増幅部 フィルタ

Ｈ／Ｅ
受信部

Ｏ／Ｅ
変換部

受信装置光ｹｰﾌﾞﾙ
（CATV網）

13ｾｸﾞﾒﾝﾄ
（ﾜﾝｾｸﾞ＋12ｾｸﾞ）

■ 機器構成

■ 特長
地上デジタル放送の受信した信号を加工することなく、そのま
ま再送信するので、ワンセグ／フルセグ放送やデータ放送など
を含め元の放送波と全く同じ番組を伝送することができます。
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■送信機特性

・10ｍW/ｃｈの極微少電力局としての

仕様を満足しています。

■エリア測定

・地形、立木、建物の影響を受ける地点では、自由空間電界強度計算値に比べ低め。

・車両による移動受信では、受信電界およびC/Nが十分な相倉集落内の一部では

フルセグ放送も受信できました

・遠方にあたる集落外では地形、立木等の影響で受信できませんでした。

■ワンセグ／フルセグのサービスエリア比較

・受信高がフルセグ１０ｍ高に対しワンセグは１．５ｍ高と低いので地形、立木、建物等の

影響を受け易い条件となります。電界強度も１０ｍよりも１．５ｍの方が低い結果でした。

4-2.ギャップフィラー方式の結果（実験結果）

（代表測定例）

送信ｽﾍﾟｸﾄﾙ 送信MER
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■受信特性

・ギャップフィラー送信方式は、従来のデジタル放送方式と同様ですので、受信特性も

同様です。

・ＵＨＦ電波の特性上、送信アンテナからの見通しの良い場所では良好に受信できますが、

見通し外では電界強度が低下する傾向になります。

■中継局との違い

・送信出力が10ｍW/chと小さいために電波の到達距離は短かいが、それ以外は従来の

放送中継設備と変わらないことが確認できました。

・ギャップフィラーの入力する信号供給源の品質がサービス品質およびコストに影響します。

■ワンセグとフルセグの受信条件

・それぞれ想定する受信高が10ｍ、1.5ｍと異なるため、ワンセグはフルセグよりも

伝搬条件が厳しいものの、受信電界およびC/N等が確保できれば、１２セグでは

受信できない場所でもワンセグだけは受信可能となる場所もあります。

4-2.ギャップフィラー方式の結果（まとめ）
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4-3.ワンセグ切り出し方式の結果（方式・系統）

①

①ＲＦフィルタ
②デジタルフィルタ
③再変調装置

②

③

ＲＦフィルタ方式

デジタルフィルタ方式

多波処理・ 1⇔ 13seg 切替が可能

1seg 再変調方式

ＣＮを改善

受信アンテナ 送信アンテナ

送信アンテナ



- 10 -

4-3.ワンセグ切り出し方式の結果（実験結果）
■エリア調査について
１０箇所（ １９ポイント）の内、１６ポイントで所要の受信品質をクリアした。

■切り出し３方式の比較について（エリア調査）
各ポイントでの受信可否評価に大きな差はなかったが、受信信号品質に多少の差が見られた。

■出力低減効果について（送信出力特性）
従来方式100mW出力と同じレベルのワンセグ信号を「ワンセグ切り出し」では約10mW出力で送
出できることを確認した。

■放送波中継について
固定サービスでは放送波
中継が不可能である伝送
回線であっても、（一定
の受信品質が確保できれ
ば）ワンセグサービスで
は利用可能であることを
確認した。
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4-3.ワンセグ切り出し方式の結果（まとめ）
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4-4.ワンセグ連結方式の結果

独自コンテンツ1
（NHK技研公開）

18ch 22ch 24ch 28ch

ワンセグ（中心のセグメント）だけを受信

27ch

周波数

ワ
ン
セ
グ

ワ
ン
セ
グ

ワ
ン
セ
グ

ワ
ン
セ
グ

ワ
ン
セ
グ

富山テレビ チューリップテレビ NHK 教育 北日本放送NHK 総合

独自コンテンツ2
（平高校伝統舞踊）

13セグメントのスペクトルとして送信

#11
ダミー

#9
ダミー

#7
ダミー

#5
独自1

#3
北日本
放送

#1
NHK
教育

#0
NHK
総合

#2
チュー
リップ
テレビ

#4
富山
テレビ

#6
独自2

#8
ダミー

#10
ダミー

#12
ダミー

ワンセグ
連結方式
送信装置

A

B

各セグメントで評価
・受信電界強度
・受信率

34ch
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4-4.ワンセグ連結方式の結果（実験結果）

項目

測定場所

セグメント電界強度（中央値） 受信率
送信所

見通可否最小
[dBμV/m]

最大
[dBμV/m]

セグメント間
強度差 [dB] 最小値 [%]

① 平行政センター 46.4 47.3 0.9 99.7 ○

② 平高校下 38.3 39.9 1.6 100 ○

③ 平中グランド 55.2 56.3 1.2 100 ○

④ 見座カーブ点 53.5 54.7 1.2 96.8 ○

⑤ 観光看板PA 45.7 47.3 1.6 90.8 △

⑥ 民俗館2号館 32.3 33.2 0.9 0 ×

⑦ 民俗館1号館 48.8 50.7 1.8 100 ○

⑧ 史跡指定碑 40.7 42.4 1.7 57.6 △

⑨ 天狗の足あと 51.3 52.2 0.8 97.2 ○

⑩ 国民休養地 42.0 42.6 0.6 100 ×

○ よく見える
△ 見えるところもある
× 見えない

（測定事例 ＠測定場所④）

各セグメントの電界強度（中央値）

最大

最小
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4-4.ワンセグ連結方式の結果（まとめ）

○ 各セグメントの受信電界強度は、セグメント間の差が最大でも1.8dBであり、
セグメント間で大きな差異は見られなかった。

○ 各セグメントの受信電界強度が基準値（＊１）以上となる地点においては、
90％以上の受信率を全セグメントで確保できた。

ワンセグ連結方式が、共聴/ケーブル地域のワンセグ再送信技術の１つとして

有効に機能することを確認した。

（＊１） 「地上デジタル移動体向け（1セグメント）放送の不感地帯解消のためのギャップフィラーに関する調査検討報告書」
（平成17年度富山県のフィールド利用）において、１３セグメントあたりの電界強度が58dBμV/mとなる地点において
良好な結果とされている。ここでは、この値を参考にし、ワンセグとの差11dBを減じた47dBμV/mを基準値とした。

測定場所①、③、④、⑤、⑦、⑨が基準値以上となる地点であった。


